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◆地域が動く・プロジェクト最前線

おと い ねっぷ

音威子府村

創る

音
威
子
府
村
は
、
人
口
６
３
６
人
（
令
和

６
年
１
月
１
日
現
在
）
の
、
道
内
で
最
も
人

口
の
少
な
い
村
で
、
森
林
面
積
が
村
の
総
面

積
の

％
を
占
め
る
、
森
林
資
源
に
恵

ま
れ
た
地
域
で
す
。

村
内
の
中
心
部
に
位
置
す
る
の
が
、
道
内

唯
一
の
工
芸
科
を
持
つ
、
村
立
の
「
お
と
い

ね
っ
ぷ
美
術
工
芸
高
等
学
校
」
（
以
下
、

「
お
と
高
」
）
で
す
。

同
校
は
、
全
校
生
徒
が
１
１
０
名
（
令
和

６
年
４
月
現
在
）
で
、
村
外
か
ら
の
生
徒
が

そ
の
多
く
を
占
め
、
同
校
生
徒
が
村
の
人
口

の
約
２
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
村
の
人
口
は

昭
和

年
の
４
１
８
４
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少

傾
向
が
続
い
て
お
り
、
相
対
的
に
村
に
お
け

る
「
お
と
高
」
の
存
在
感
は
高
ま
っ
て
い
ま

す
。人

口
減
少
が
進
む
村
で
、
同
校
を
中
心
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
や
関
係
人
口
創
出
の
取
組

を
取
材
し
ま
し
た
。

村
の
人
口
の
約
２
割
を

占
め
る
「
お
と
高
生
」

は
廃
校
の
危
機
に
瀕
し
ま
し
た
。

同
時
期
に
、
日
本
を
代
表
す
る
彫
刻
家
・

砂
澤
ビ
ッ
キ
氏
が
、
村
へ
移
住
し
創
作
活
動

の
拠
点
と
し
た
こ
と
な
ど
を
契
機
に
、
地
域

産
業
で
あ
る
木
材
資
源
の
工
芸
と
し
て
の
活

用
を
目
指
し
た
村
づ
く
り
を
図
る
た
め
、
ま

た
同
校
の
存
続
の
た
め
、
昭
和

年
に
道
内

で
唯
一
の
工
芸
科
を
設
置
し
た
村
立
高

校
に
転
換
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
寮
の
設
置
や
生
徒
の
広
域
募
集

に
よ
り
入
学
者
は
順
調
に
増
え
、
現
在
は
工

芸
を
専
門
的
に
学
び
た
い
と
、
入
学
を
希
望

す
る
若
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

道
内
唯
一
の
工
芸
科
設
立

村
が
人
口
減
少
に
伴
う
地
域
の
課
題
に
対

応
す
る
た
め
策
定
し
た
「
第
２
期

音
威
子

府
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
で
は
、
村
の
最
大
の
強
み
で
あ
り
、
村

の
未
来
を
担
う
人
材
を
創
り
出
す
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
な
ど
の
観
点
か
ら
、
同
校
を
戦
略
の

中
心
に
置
き
、
「
村
の
振
興
の
要
と
な
る
高

等
学
校
の
機
能
強
化
」
「
卒
業
生
の
雇
用
の

場
創
出
や
多
様
な
人
材
活
躍
の
推
進
」
「
高

等
学
校
を
軸
と
し
た
人
の
流
れ
の
促
進
」

「
お
と
高
」
を
中
心
と
し
た

創
生
総
合
戦
略

「おといねっぷ美術工芸高等学校」の１階ホールには、
「卒業制作」が1年間展示されています。

山村都市交流センター 木遊館

同
校
は
、
昭
和

年
に
道
立
の
普
通
科
高

校
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和

年

に
は
入
学
者
が

名
に
な
る
な
ど
、
一
時
期

村民運動会の様子

25
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◆地域が動く・プロジェクト最前線創る

遠
藤
貴
幸
村
長
は
、
村
や
「
お
と
高
」
の

持
続
的
な
発
展
の
た
め
に
、
移
住
定
住
や
関

係
人
口
の
創
出
と
い
っ
た
観
点
か
ら
も
、
同

校
が
こ
れ
ま
で
培
っ
た
ス
キ
ー
ム
を
い
か
し
、

同
校
の
よ
う
な
、
志
を
持
っ
た
人
々
が
夢
を

持
っ
て
創
作
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環

境
を
作
り
、
人
が
人
を
呼
ぶ
と
い
う
循
環
を

新
た
に
創
り
出
し
た
い
と
語
り
ま
す
。

ま
た
、
同
校
が
ま
ち
づ
く
り
に
好
循
環
を

生
み
出
し
て
き
た
中
で
、
菊
地
裕
幸
校
長
は
、

「
お
と
高
」
の
更
な
る
魅
力
化
の
た
め
に
、

生
徒
や
卒
業
生
が
創
り
出
し
た
作
品
を
村
内

外
に
知
っ
て
も
ら
う
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
取
組
が
村
に
興
味
関
心
を
持
つ

き
っ
か
け
と
な
っ
て
人
の
流
れ
を
生
む
こ
と

で
、
同
校
だ
け
で
な
く
村
の
魅
力
向
上
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
村
と
「
お
と
高
」
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
は
続
き
ま
す
。

本記事の内容は、音威子府村総務課地域振興室で担当しております。
○事業に関するお問い合わせ先 TEL：01656-5-3311

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の

想
い

「
お
と
高
」
の
持
続
的
な
機

能
強
化

と
村
」
魅
力
化
推
進
チ
ー
ム
』
を
設
立
し
ま

し
た
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
、
村
企
業

と
の
連
携
、
商
品
開
発
を
見
据
え
て
活
動
し

て
い
く
ほ
か
、
生
徒
が
制
作
し
た
作
品
の
更

な
る
価
値
付
け
な
ど
を
目
的
に
、
同
校
の
公

式
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
開
設
や
、
生
徒
が

校
長
の
名
刺
や
学
校
宣
伝
用
ク
リ
ア
フ
ァ
イ

ル
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
る
な
ど
、
教
員
、

生
徒
が
一
体
と
な
り
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
村
と
（
株
）
セ
コ
マ
と
の
包
括
連

携
協
定
に
基
づ
き
、
「
お
と
高
生
」
が
独
自

に
デ
ザ
イ
ン
・
制
作
し
た
コ
ー
ス
タ
ー
で
あ

る
、
「
お
と
高
ス
タ
ー
」
が
同
社
の
ポ
イ
ン

ト
交
換
景
品
と
し
て
令
和
６
年
７
月
に
登
場

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
同
校
の
Ｐ
Ｒ
の
た

め
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
等
を
同
封
す
る
な
ど
、
同
校
生
徒
の
デ
ザ

イ
ン
が
村
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
、
産
官
学
が

一
体
と
な
っ
て
生
徒
の
活
躍
の
場
の
創
出
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
村
の
魅
力
を
伝
え
る
作
品
作
り

に
も
よ
り
力
を
入
れ
、
「
お
と
高
生
」
と
の

ま
ち
づ
く
り
の
協
働
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

同
校
生
は
、
在
学
中
の

年
間
、
村
民
運

動
会
や
植
樹
祭
を
通
じ
て
村
と
交
流
す
る
機

会
を
多
く
持
ち
ま
す
が
、
卒
業
後
、
村
を
離

れ
る
者
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
の
た
め
、
卒

業
生
と
の
継
続
的
な
関
わ
り
を
維
持
す
る
こ

と
で
、
村
へ
の
愛
着
を
育
ん
だ
卒
業
生
が
将

来
的
に
村
に
戻
っ
て
就
職
す
る
こ
と
や
、
作

品
制
作
の
た
め
に
短
期
移
住
す
る
こ
と
な

ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

村
で
は
、
卒
業
生
の
創
作
活
動
の
拠
点
と

な
る
制
作
環
境
の
整
備
な
ど
、
卒
業
生
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
移
住
・
定
住
施
策
を
促

進
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
組
の
結
果
、

村
に
戻
っ
て
就
職
し
た
卒
業
生
は
直
近

年

間
で
約

人
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
村
内
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
村
内
の
木
工
体
験
施
設
「
山
村
都

市
交
流
セ
ン
タ
ー

木
遊
館
」
で
勤
務
す
る

横
内
颯
太
さ
ん
は
村
外
出
身
の
卒
業
生
で
す

が
、
卒
業
後
に
道
内
外
で
家
具
職
人
と
し
て

働
い
た
後
、
村
に
戻
っ
て
就
職
し
た
一
人
で

す
。
村
の
制
作
環
境
に
魅
力
を
感
じ
、
村
に

戻
る
こ
と
を
決
意
し
、
現
在
は
木
遊
館
で
勤

務
す
る
傍
ら
村
を
拠
点
と
し
て
作
品
作
り
を

行
っ
て
い
ま
す

▶
「
お
と
高
ス
タ
ー
」
。

５
日
間
で
限
定
20
組
が
品

切
れ
と
な
り
ま
し
た
。

遠藤貴幸村⾧

▶
「
校
長
の
名
刺
」
。
校

内
で
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ

れ
、
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
お
と
高
生
」
の
作
品
に

よ
る
村
の
魅
力
向
上

令
和
５
年
度
、
村
と
「
お
と
高
」
の
未
来

の
た
め
、
何
が
で
き
る
の
か
検
討
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
校
内
に
『
「
お
と
高
×
お

村
と
卒
業
生
の
継
続
的
な

関
係

村
が
将
来
的
に
持
続
・
発
展
す
る
た
め
に

も
、
村
を
「
第
二
の
故
郷
」
と
愛
着
を
感
じ
、

村
外
に
出
て
も
村
や
「
お
と
高
」
と
関
わ
り

続
け
た
い
と
考
え
る
卒
業
生
と
の
継
続
的
な

関
係
の
維
持
に
取
り
組
み
ま
す
。

▲横内さんが制作したチ
ェリー(左)とメープル
(右)のデザートスプーン。

菊地裕幸校⾧

横内颯太さん

「
高
校
生
参
加
に
よ
る
個
性
的
で
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
っ
た
４
つ
の
基
本

目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

「
お
と
高
」
の
維
持
・
発
展
や
そ
れ
に
伴

う
生
徒
の
確
保
は
、
村
の
振
興
の
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
同
校
で
は
、
教
育
環
境
の
充
実

や
魅
力
向
上
に
つ
な
が
る
機
能
強
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。

道
内
の
入
学
志
願
者
が
多
い
地
区
の
中
学

校
の
訪
問
に
加
え
、
「
地
域
み
ら
い
留
学

※

」
事
業
に
お
け
る
説
明
会
に
参
加
し
、
全

国
に
同
校
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
若

者
を
継
続
的
に
呼
び
込
む
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
寮
生
活
な
ど
の
生
活
環
境
や

学
習
環
境
の
整
備
の
た
め
、
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
な
ど
も
活
用
し
、
様
々
な
形
で

取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
地
道
な
取
組
に
よ
り
、
近
年
で

は
道
外
か
ら
の
入
学
者
が
全
体
の
約
２
割
を

占
め
る
な
ど
、
北
海
道
で
人
口
が
最
も
少
な

い
村
へ
全
国
か
ら
若
者
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

住
ん
で
い
る
都
道
府
県
の
枠
を
超
え
て
、
興
味

関
心
に
あ
っ
た
高
校
を
選
択
し
、
高
校
３
年
間
を

そ
の
地
域
で
過
ご
す
国
内
進
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
一

般
財
団
法
人
地
域
・
教
育
魅
力
化
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
）

※

３

10

20
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◆特集 デジタル田園都市国家構想交付金創る
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デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交

付
金
の
概
要
に
つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
は
、

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
の
実
現
に
よ
る

地
方
の
社
会
課
題
解
決
・
魅
力
向
上
の
取
組
を

加
速
化
・
深
化
す
る
観
点
か
ら
、
各
地
方
公
共

団
体
の
意
欲
的
な
取
組
を
支
援
す
る
制
度
で

す
。本

交
付
金
は
４
つ
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
て
お

り
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
地
方
の
活
性

化
や
行
政
・
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
・
効
率

化
を
推
進
す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
実
装
に
必
要

な
経
費
を
支
援
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
実
装
タ
イ

プ
」
、
観
光
や
農
林
水
産
業
の
振
興
等
の
地
方

創
生
に
資
す
る
拠
点
施
設
の
整
備
な
ど
を
支
援

す
る
「
地
方
創
生
拠
点
整
備
タ
イ
プ
」
、
観
光

や
農
林
水
産
業
の
振
興
等
の
地
方
創
生
に
資
す

る
取
組
な
ど
を
支
援
す
る
「
地
方
創
生
推
進
タ

イ
プ
」
、
産
業
構
造
転
換
の
加
速
化
に
資
す
る

半
導
体
等
の
大
規
模
な
生
産
拠
点
整
備
に
つ
い

て
、
関
連
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
へ
の
機
動
的
か
つ

追
加
的
な
支
援
を
創
設
す
る
「
地
域
産
業
構
造

転
換
イ
ン
フ
ラ
整
備
推
進
タ
イ
プ
」
が
あ
り
ま

す
。デジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交

付
金
の
国
の
予
算
推
移

デ
ジ
タ
ル
実
装
タ
イ
プ
活
用
事
例

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金

本
交
付
金
の
国
の
当
初
予
算
は
、
例
年
、
１

０
０
０
億
円
で
推
移
し
て
お
り
、
令
和
６
年
度

▶
内
閣
府
Ｈ
Ｐ
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
に

つ
い
て
」
よ
り
抜
粋

デ
ジ
タ
ル
実
装
タ
イ
プ
は
、
デ
ジ
タ
ル
を
活

用
し
た
地
域
の
課
題
解
決
や
魅
力
向
上
の
実
現

に
向
け
て
、
地
域
の
個
性
を
い
か
し
た
サ
ー
ビ

ス
を
地
域
・
暮
ら
し
に
実
装
す
る
事
業
の
立
ち

上
げ
に
要
す
る
経
費
を
単
年
度
に
限
り
支
援
さ

れ
る
も
の
で
、
事
業
遂
行
に
必
要
な
、
設
備
・

シ
ス
テ
ム
導
入
費
、
施
設
改
修
費
な
ど
の
ハ
ー

ド
経
費
、
人
件
費
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
、
外
注

費
な
ど
の
ソ
フ
ト
経
費
の
い
ず
れ
も
支
援
対
象

と
な
り
、
総
事
業
費
に
対
す
る
ハ
ー
ド
経
費
割

合
の
制
限
は
設
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

サ
ー
ビ
ス
実
装
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
構
築
費
等

に
止
ま
ら
ず
、
普
及
・
定
着
に
向
け
た
周
知
広

報
や
、
改
善
に
向
け
た
調
査
等
も
対
象
と
さ
れ

も
同
額
の
１
０
０
０
億
円
が
措
置
さ
れ
、
令
和

７
年
度
は
、
概
算
要
求
と
し
て
１
２
０
０
億
円

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
実
装
タ
イ
プ
に
つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
実
装
タ
イ
プ
等
に
措
置
さ
れ

る
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度

補
正
予
算
で
は
７
３
５
億
円
が
措
置
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
う
ち
３
６
０
億
円
が
デ
ジ

タ
ル
実
装
タ
イ
プ
に
措
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
実
装
タ
イ
プ
は
、
他
の
地
域

で
既
に
確
立
さ
れ
て
い
る
優
良
な
モ
デ

ル
・
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
横
展
開
す
る

取
組
で
あ
る
「
優
良
モ
デ
ル
導
入
支
援
型

（
Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ
１
）
」
、
デ
ー
タ
連
携
基
盤

を
活
用
し
、
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
実
装
を
伴

う
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
り
得
る
取
組
で
あ

る
「
デ
ー
タ
連
携
基
盤
活
用
型
（
Ｔ
Ｙ
Ｐ

Ｅ
２
）
」
、
Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ
２
の
要
件
を
満
た

す
こ
と
に
加
え
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
変
革
に

よ
る
地
域
の
暮
ら
し
の
維
持
に
つ
な
が
り
、

か
つ
総
合
評
価
が
優
れ
て
い
る
取
組
で
あ

る
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
変
革
型
（
Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

３
）
」
、
デ
ジ
タ
ル
行
財
政
改
革
の
基
本

的
考
え
方
に
合
致
し
、
国
や
地
方
の
統
一

的
・
標
準
的
な
デ
ジ
タ
ル
基
盤
へ
の
横
展

開
に
つ
な
が
る
見
込
み
の
あ
る
先
行
モ
デ

ル
的
な
取
組
で
あ
る
「
デ
ジ
タ
ル
行
財
政

改
革
先
行
挑
戦
型
（
Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ
Ｓ
）
」
の

４
タ
イ
プ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

の
タ
イ
プ
も
交
付
対
象
者
は
地
方
公
共
団

交
付
対
象
経
費
に
つ
い
て

体
と
な
り
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
て
地
域
の
課

題
解
決
や
魅
力
向
上
に
取
り
組
む
も
の
で
あ
る

こ
と
、
地
域
内
外
の
関
係
者
と
連
携
し
、
事
業

を
実
効
的
・
継
続
的
に
推
進
す
る
た
め
の
体
制

が
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
共
通
要
件
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
の
成
果
が
地
域
の
課

題
解
決
や
魅
力
向
上
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
複
数
年
に
わ
た
っ
て
計
測
す
る
た
め
の
Ｋ

Ｐ
Ｉ
と
し
て
、
適
切
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
指
標

（
活
動
指
標
）
及
び
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
（
成
果

指
標
）
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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事
業
実
施
分
）
で
は
、
Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ
１
が

団

体
、
Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ
２
が
１
団
体
、
Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ
３
が

１
団
体
で
交
付
金
の
採
択
を
受
け
、
事
業
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ
１
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
度
補
正
予
算
分
が

団
体
、
令
和
４

年
度
補
正
予
算
分
が

団
体
で
採
択
さ
れ
て
お

り
、
活
用
す
る
団
体
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
補
正
予
算
分
の
Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ
１
の

採
択
事
業
に
つ
い
て
は
、
「
書
か
な
い
窓
口
」

◎
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付

金
の
活
用
に
係
る
ご
相
談
つ
い
て
は
、

各
（
総
合
）
振
興
局
地
域
創
生
部
地
域

政
策
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

実
装
事
例
１

名
寄
市

デ
ジ
タ
ル
実
装
タ
イ
プ

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ
１

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
と
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨

導
入
に
よ
る
地
域
デ
ジ
タ
ル
基
盤
強
化
事
業

実
装
の
背
景

名
寄
市
で
は
市
内
を
運
行
す
る
バ
ス
が
、

令
和
４
年

月
か
ら
運
転
手
不
足
を
理
由
に

減
便
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
市

民
の
交
通
の
利
便
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
公
共
交
通
機
関
を
使
っ
て
い
な

か
っ
た
方
に
も
利
用
し
て
も
ら
い
、
地
域
の

経
済
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、
令
和
４
年

度
第
２
次
補
正
予
算
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
交
付
金
デ
ジ
タ
ル
実
装
タ
イ
プ
Ｔ
Ｙ

Ｐ
Ｅ
１
を
活
用
し
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ

ス
を
導
入
し
ま
し
た
。

併
せ
て
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
地
域
の

Ｄ
Ｘ
推
進
と
い
う
観
点
か
ら
、
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ

マ
ン
ド
バ
ス
の
利
用
料
金
の
支
払
い
に
も
使

用
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
を
導
入
し
、

地
域
の
経
済
循
環
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

申
請
に
あ
た
っ
て
準
備
し
た
こ
と

交
付
金
の
申
請
に
係
る
実
施
計
画
の
策
定

に
あ
た
っ
て
は
、
他
県
で
実
装
さ
れ
た
サ
ー

ビ
ス
を
参
考
と
し
、
国
内
の
シ
ス
テ
ム
ベ
ン

ダ
ー
を
既
に
導
入
し
て
い
る
自
治
体
に
問
い

合
わ
せ
を
す
る
な
ど
し
て
、
情
報
を
収
集
し
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
を
検
討
し
ま
し
た
。

道
内
市
町
村
に
お
け
る
実
装
タ
イ
プ

の
活
用
状
況

て
い
ま
す
。
な
お
、
本
交
付
金
は
、
地
域
の
個

性
を
い
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
地
域
や
暮
ら
し
に

実
装
す
る
事
業
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
り
、
実

装
を
伴
わ
な
い
実
証
や
調
査
の
み
に
止
ま
る
事

業
の
経
費
は
対
象
外
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

04

【事業概要】（申請時ベース）

▲オンデマンド車両は８人乗りのハイエース
を使用。

道
内
市
町
村
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
実
装
タ
イ

プ
の
令
和
５
年
度
補
正
予
算
分
（
令
和
６
年
度

や
「
コ
ン
ビ
ニ
交
付
」
な
ど
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
関
係
、
「
Ａ
Ｉ
ド
リ

ル
」
や
「
電
子
黒
板
」
な
ど
の
学

校
教
育
関
係
、
「
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト

ボ
ッ
ト
」
や
「

を
活
用
し
た

情
報
発
信
」
な
ど
の
情
報
発
信
の

デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
の
事
業
が
多

く
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

採
択
さ
れ
た
事
業
の
約
４
割
が
５

０
０
万
円
以
下
の
事
業
と
な
っ
て

お
り
、
比
較
的
小
規
模
の
事
業
で

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

道
内
に
お
け
る
特
長
的
な
実
装

事
例
と
し
て
、
名
寄
市
と
小
樽
市

の
取
組
を
取
材
し
た
の
で
、
次
に

紹
介
し
ま
す
。

93

28

58

10
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Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
事
業
は
、
事
前

予
約
に
よ
り
、
同
時
刻
に
同
じ
方
向
に
行
く

利
用
者
が
い
る
場
合
、
Ａ
Ｉ
が
独
自
の
ル
ー

ト
を
作
成
し
、
乗
り
合
わ
せ
で
運
行
し
ま
す
。

運
行
時
間
は
平
日
の
午
前
７
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
ハ
イ
エ
ー
ス
（
８
人
乗
り
）
２
台
で

運
行
し
、
予
約
は
電
話
、
ア
プ
リ
、
市
の
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現

在
、
ア
プ
リ
の
登
録
者
数
は
１
２
０
０
人
、

運
行
開
始
か
ら
直
近
ま
で
の
１
日
の
平
均
利

用
人
数
は

人
と
な
っ
て
お
り
、
高
齢
者
の

ほ
か
、
小
中
学
生
の
習
い
事
や
少
年
団
活
動
、

子
育
て
世
代
の
買
い
物
や
高
校
生
の
通
学
に

も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
利
用
料
金
の
支
払

い
は
、
現
金
も
し
く
は
同
時
に
実
装
し
た
電

子
地
域
通
貨
「
Ｙ
ｏ
ｒ
ｏ
ｃ
ａ
」
の
み
と

な
っ
て
お
り
、
４
分
の
１
が
「
Ｙ
ｏ
ｒ
ｏ
ｃ

ａ
」
で
支
払
い
を
し
て
い
る
状
況
で
す
。
利

用
者
の
満
足
度
は

％
と
高
い
満
足
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
乗
降
場
所
の
追
加
や
変
更
、
運

行
日
時
・
時
間
の
見
直
し
、
高
齢
者
割
引
や

回
数
券
の
導
入
な
ど
、
利
用
者
の
利
便
性
向

上
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通

実
装
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

交
付
決
定
か
ら
運
用
開
始
ま
で
の
約
半
年

間
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
仕
様
検
討
、
車
両
準
備
、

乗
降
場
所
設
定
、
事
業
者
選
定
を
行
い
ま
し

た
。
特
に
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
転
手

確
保
の
た
め
、
地
元
の
各
交
通
事
業
者
に
打

診
し
、
最
終
的
に
は
市
内
の
ハ
イ
ヤ
ー
会
社

に
依
頼
し
ま
し
た
。
乗
降
場
所
は
市
民
の
利

便
性
を
考
慮
し
、
既
存
バ
ス
停
以
外
に
も
設

定
し
、
計
１
０
７
カ
所
と
し
ま
し
た
。
乗
降

場
所
に
よ
っ
て
は
、
冬
季
の
除
雪
対
策
と
し

て
、
街
路
灯
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す
る
工
夫

を
す
る
こ
と
で
、
除
雪
の
手
間
を
省
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
市
民
へ
の
周
知
の
た

め
、
運
行

カ
月
前
か
ら
説
明
会
を
開
催
し
、

運
行
開
始
後
も
出
前
ト
ー
ク
を
実
施
し
、
計

回
ほ
ど
の
開
催
に
よ
り
市
民
へ
の
周
知
を

図
り
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
に
つ
い
て
も
、
交
付

決
定
後
か
ら
関
係
団
体
と
協
議
し
、
実
装
半

年
前
か
ら
加
盟
店
や
事
業
者
へ
の
説
明
会
を

開
始
し
制
度
の
周
知
を
行
い
ま
し
た
。
住
民

向
け
に
も
説
明
会
や
ス
マ
ホ
教
室
を
開
催
し
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

公
共
交
通
全
体
に
係
る
市
の
負
担
が
増
加

傾
向
に
あ
る
一
方
で
、
人
口
減
少
で
公
共
交

通
機
関
の
利
用
者
が
減
少
す
る
状
況
に
あ
り
、

公
共
交
通
の
再
編
を
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
中
で
、
市
で
は
、
こ
の
Ａ
Ｉ
オ

ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
用
が
地
域
交
通
の
あ

り
方
の
一
つ
の
モ
デ
ル
と
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
「
Ｙ
ｏ
ｒ
ｏ

ｃ
ａ
」
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス

の
利
用
料
の
支
払
い
な
ど
、
一
定
程
度
利
用

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
よ
り
日
常
生
活
で
の

使
用
頻
度
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

未
使
用
の
通
貨
、
ポ
イ
ン
ト
も
見
ら
れ
る
た

め
、
利
用
を
促
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、

地
域
Ｄ
Ｘ
の
促
進
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
市

で
は
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
事
業
は
、
市
の
商
工
会

議
所
が
運
営
主
体
と
な
り
地
域
経
済
と
地
域

Ｄ
Ｘ
を
両
軸
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
「
Ｙ
ｏ
ｒ
ｏ
ｃ
ａ
」
は

カ
ー
ド
形
式
を
ベ
ー
ス
と
し
て
配
布
し
、
利
用

者
は
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
カ
ー
ド
と

紐
付
け
ま
す
。
市
内
の
チ
ャ
ー
ジ
機
や
店
舗
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
カ
ー
ド
又
は
ア
プ
リ
に
現
金
を

チ
ャ
ー
ジ
で
き
、
使
用
額
の
１
％
が
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
還
元
さ
れ
ま
す
。
参
加
店
舗
は
２
％
の

手
数
料
を
負
担
し
、
１
％
を
消
費
者
に
還
元
、

残
り
１
％
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
賄
っ
て
い

ま
す
。
利
用
可
能
店
舗
は
公
共
施
設
を
含
め
市

内
２
４
４
カ
所
と
な
っ
て
お
り
、
大
型
商
業
店

舗
や
一
部
の
コ
ン
ビ
ニ
で
も
使
用
で
き
ま
す
。

市
の
各
種
講
座
、
セ
ミ
ナ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
や
高
齢
者
の
免
許
返
納
時
な
ど
に
も
ポ

イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
、
地
域
通
貨
の
利
用
促
進

と
市
民
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
を
促
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
の
人
口
の
約
６
割
に
当
た
る
約
１

万
６
０
０
０
件
の
カ
ー
ド
が
使
用
さ
れ
、
そ
の

う
ち
約
９
６
０
０
件
が
ア
プ
リ
と
紐
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

国
の
物
価
高
騰
支
援
交
付
金
を
活
用
し
。
全

世
帯
に
１
万
ポ
イ
ン
ト
を
配
布
し
た
り
、
健
康

事
業
と
し
て
、
１
日
８
５
０
０
歩
以
上
（
高
齢

者
は
６
５
０
０
歩
）
歩
く
と
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

す
る
な
ど
の
取
組
も
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年

月
の
実
装
か
ら
今
年
６
月
ま
で
で
、

地
域
の
店
舗
で
約
２
億
１
３
０
０
万
円
の
地
域

通
貨
が
消
費
さ
れ
、
付
与
し
た
ポ
イ
ン
ト
分
と

し
て
は
、
約
１
億
円
分
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨

▶
市
内
に
設
置
さ
れ
た
チ
ャ
ー
ジ
機
か
ら
カ
ー
ド

又
は
ア
プ
リ
に
チ
ャ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
可
能
。

◆特集 デジタル田園都市国家構想交付金創る

05

▶
市
の
公
式LIN

E 

の
予
約
画
面

▶
乗
降
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
街
路
灯
の
ポ
ス
タ
ー

２

30

31

98
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交
付
金
の
採
択
後
、
仕
様
検
討
等
を
行
い
、

施
設
の
工
事
か
ら
機
器
の
導
入
を
含
め
た
一

連
の
整
備
が
で
き
る
事
業
者
を
選
定
し
ま
し

た
。
保
育
所
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

は
、
現
場
が
混
乱
し
な
い
よ
う
保
育
所
と
の

調
整
が
必
須
で
あ
り
、
運
用
を
開
始
す
る
10

月
ま
で
の
約
半
年
間
で
、
説
明
会
や
会
議
を

複
数
回
開
催
し
、
実
装
等
に
向
け
た
課
題
の

06

実
装
の
背
景

実
装
の
内
容
・
成
果

創る ◆特集 デジタル田園都市国家構想推進交付金

実
装
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

申
請
に
あ
た
っ
て
準
備
し
た
こ
と

【事業概要】（申請時ベース）

デ
ジ
タ
ル
実
装
タ
イ
プ

Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ
１

実
装
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
デ
ジ

タ
ル
担
当
課
や
企
画
政
策
担
当
課
と
連
携
し

な
が
ら
、
全
国
の
自
治
体
に
お
け
る
同
様
事

例
を
情
報
収
集
し
、
そ
れ
ら
を
参
考
と
し
な

の
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
入
所
選
考
時
の

問
い
合
わ
せ
な
ど
に
も
迅
速
に
対
応
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

保
育
所
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
で
は
、
こ
れ

ま
で
電
話
等
で
行
っ
て
い
た
登
園
管
理
や
保

護
者
へ
の
連
絡
な
ど
を
専
用
ア
プ
リ
で
行
い
、

保
育
士
の
業
務
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で

き
た
ほ
か
、
保
護
者
か
ら
も
手
間
の
軽
減
な

ど
か
ら
高
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

市
で
は
保
育
士
不
足
の
課
題
も
抱
え
る
中

で
、
保
育
現
場
の
負
担
軽
減
も
求
め
ら
れ
て

お
り
、
こ
う
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
労
働

環
境
の
改
善
と
就
労
定
着
の
効
果
も
期
待
し

て
い
ま
す
。

実
装
事
例
２

小
樽
市

「
お
た
る
子
育
て
応
援
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
」

小
樽
市
で
は
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
子
育
て
世
帯
が
保
育
所

の
入
所
相
談
や
発
達
相
談
を
い
つ
で
も
気
軽

に
行
え
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

保
育
所
の
入
所
選
考
の
時
間
短
縮
や
、
入
所

後
の
登
園
管
理
、
保
護
者
と
の
連
絡
な
ど
の

業
務
を
効
率
化
す
る
こ
と
で
、
子
育
て
世
帯

の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
、
保
育
所
の
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
令
和
４
年

度
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
デ

ジ
タ
ル
実
装
タ
イ
プ
Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ
１
を
活
用
し
、

Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に
よ
る
24
時
間

🔻AIチャットボット
入力画面

本記事の取組は、北海道総合政策部地域創生局地域戦略課が担当しております。
デジタル田園都市国家構想交付金に関するお問い合わせ先 TEL:011-206-7298

３
６
５
日
の
相
談
や
、
Ａ
Ｉ
入
所
選
考
シ
ス

テ
ム
の
導
入
、
保
育
所
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
行
い

ま
し
た
。

が
ら
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な

機
能
を
実
装
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
事
業
者

か
ら
の
提
案
や
他
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に

検
討
し
ま
し
た
。

整
理
を
行
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
し
た
登
園
管

理
、
保
育
日
誌
や
保
護
者
連
絡
帳
な
ど

を
新
た
に
活
用
す
る
に
あ
た
っ
て
の

ル
ー
ル
と
し
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

を
行
い
ま
し
た
。
テ
ス
ト
運
用
に
あ

た
っ
て
は
、
保
護
者
に
専
用
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ

り
ま
し
た
が
、
日
頃
か
ら
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
使
用
頻
度
が
高
い
世
代
が
多

い
た
め
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

子
育
て
相
談
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

は
、
子
育
て
世
帯
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
て
い
つ
で
も
問
い
合
わ
せ
を
受

け
付
け
、
開
庁
時
間
外
の
問
い
合
わ
せ

件
数
が
目
標
の

倍
以
上
に
達
し
て
い

ま
す
。

Ａ
Ｉ
入
所
選
考
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

よ
り
、
毎
月
実
施
し
て
い
た
入
所
選
考

◀
登
降
園
時
の
受
付
画
面
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２
０
２
３
年
に
当
別
町
で
新
規
就
農
し
た
藤

田
龍
太
さ
ん
と
妻
の
里
世
さ
ん
が
経
営
す
る

「
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
箱
庭
」
は
、
牛
本
来
の
生
態

に
合
わ
せ
た
完
全
放
牧
に
こ
だ
わ
り
、
自
然
の

草
の
み
を
与
え
て
育
て
た
牛
か
ら
採
れ
た
牛
乳

「
グ
ラ
ス
フ
ェ
ッ
ド
ミ
ル
ク
」
を
牧
場
敷
地
内

で
製
造
し
、
町
内
と
札
幌
市
内
の
会
員
向
け
に

定
期
配
達
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

こ
だ
わ
り
か
ら
生
ま
れ
る
牛
乳
の
美
味
し
さ

が
口
コ
ミ
で
広
が
り
、
新
千
歳
空
港
や
札
幌
市

内
の
複
合
商
業
施
設
「
コ
コ
ノ
ス
ス
キ
ノ
」
で

も
販
売
さ
れ
る
な
ど
、
販
路
を
広
げ
て
い
ま
す
。

幼
い
頃
か
ら
動
物
が
好
き
で
、
牧
場
を
経
営

し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
藤
田
さ
ん
は
、

大
樹
町
、
千
歳
市
、
標
茶
町
の
牧
場
で
経
験
を

積
み
な
が
ら
、
自
ら
の
牧
場
経
営
の
た
め
の
土

地
を
探
し
て
い
ま
し
た
。
研
修
先
の
牧
場
は
い

ず
れ
も
大
規
模
経
営
で
、
牛
に
対
す
る
世
話
が

ど
う
し
て
も
行
き
届
か
な
い
面
が
あ
る
こ
と
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
実
情
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、
自
分
が
牧
場
経
営
す
る
際
に
は

「
牛
が
か
わ
い
そ
う
に
な
ら
な
い
〟
牧
場
」

に
し
よ
う
と
志
し
、
行
き
着
い
た
の
が
自
分
が

面
倒
を
見
ら
れ
る
小
規
模
経
営
で
、
牛
に
と
っ

て
ス
ト
レ
ス
が
少
な
い
放
牧
、
そ
し
て
放
牧
に

適
し
て
い
る
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
を
飼
育
す
る
ス
タ

イ
ル
で
し
た
。

「
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
箱
庭
」
で
生
産
す
る
牛
乳

の
特
色
は
、
大
き
く
三
点
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

一
点
目
は
、
野
生
に
近
い
品
種
で
放
牧
に
適
し

て
い
る
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
の
み
の
生
乳
を
使
用
し

て
い
る
こ
と
。
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
の
牛
乳
は
栄
養

価
が
高
く
、
イ
ギ
リ
ス
王
室
に
も
献
上
さ
れ
て

い
た
歴
史
を
持
ち
ま
す
。
二
点
目
は
、
牛
に
自

然
の
草
の
み
を
与
え
る
グ
ラ
ス
フ
ェ
ッ
ド
を
採

用
す
る
こ
と
で
、
穀
物
飼
料
を
与
え
て
で
き
る

牛
乳
よ
り
栄
養
素
が
高
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
三
点
目
は
、
ノ
ン
ホ
モ
低
温
殺

菌
と
い
う
手
法
に
よ
り
、
ホ
モ
ジ
ナ
イ
ズ
処
理

と
い
う
牛
乳
に
圧
力
を
か
け
て
成
分
を
均
一
化

す
る
処
理
を
行
わ
ず
、
低
温
で
殺
菌
す
る
こ
と

で
、
味
わ
い
豊
か
で
健
康
的
な
牛
乳
に
仕
上
げ
る

費
地
に
近
い
立
地
で
検
討
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

あ
ま
り
他
に
例
の
な
い
牧
場
経
営
ス
タ
イ
ル
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
牧
場
経
営
に
制
約
の
な
い
地

域
で
の
土
地
探
し
に
難
航
し
ま
し
た
。
様
々
な

選
択
肢
を
検
討
す
る
中
、
大
消
費
地
で
あ
る
札

幌
市
近
郊
の
当
別
町
役
場
に
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
、
役
場
の
担
当
者
が
牧
場
地
を
紹
介
し
て

く
れ
、
研
修
先
の
標
茶
町
で
牧
場
地
の
写
真
を

見
て
、
求
め
て
い
た
条
件
が
揃
っ
て
い
る
こ
と

に
縁
を
感
じ
、
即
決
し
ま
し
た
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】
札
幌
市
出
身
の
龍
太
さ
ん
と
大
樹
町

出
身
の
里
世
さ
ん
。
龍
太
さ
ん
は
幼
い
頃
か
ら
動
物
好
き

で
、
牧
場
経
営
を
志
し
、
道
内
複
数
の
牧
場
で
経
験
を
積

み
な
が
ら
、
自
身
の
牧
場
の
経
営
ス
タ
イ
ル
を
模
索
。
里

世
さ
ん
と
と
も
に
新
規
就
農
し
た
。

藤
田
さ
ん
の
「
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
箱
庭
」
で
は
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー

種
８
頭
の
母
牛
と
そ
の
仔
牛
た
ち
が
の
び
の
び
と
過
ご
し
て
い

る
。

創る

こ
と
で
す
。
「
お
客
様
に
評
判
な
の
は
乳
臭
さ

が
無
い
こ
と
で
す
ね
。
牛
に
と
っ
て
良
い
環
境

を
整
備
し
た
こ
と
で
、
牧
場
内
が
清
潔
に
保
た

れ
、
搾
乳
時
な
ど
に
周
囲
の
匂
い
を
牛
乳
が
吸

収
し
て
乳
臭
く
な
る
こ
と
が
な
い
ん
で
す
。
」

と
藤
田
さ
ん
は
説
明
し
ま
す
。

◆地域のキーパーソン

牛
た
ち

幸
せ
が
育
む

こ
だ
わ
り

牛
乳
を
届
け
る

藤
田
さ
ん
が
目
指
す
牧
場
を
開
く
に
あ
た
り
、

当
別
町
を
選
ん
だ
決
め
手
は
適
度
な
広
さ
の
土

地
と
大
消
費
地
に
近
い
立
地
で
し
た
。
放
牧
を

行
う
に
は
適
度
な
広
さ
の
土
地
が
必
要
で
、
狭

す
ぎ
る
と
糞
の
匂
い
が
充
満
し
、
広
す
ぎ
て
も

草
が
伸
び
す
ぎ
て
牛
が
好
む
長
さ
を
保
て
な
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
般
的
な
酪
農
家
と
異
な

り
、
直
販
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
た
め
、
大
消

藤
田
さ
ん
の
牛
乳
は
道
内
外
の
パ
テ
ィ
シ
エ

な
ど
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
多
く
、
加
工
品
と

し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
藤
田
さ
ん
自
身

も
、
今
後
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
の
良
さ
を
引
き

出
し
た
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
の
開
発
や
、
余
剰
牛

乳
を
活
用
し
た
チ
ー
ズ
な
ど
を
牧
場
で
販
売
す

る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
町
内
で
の
つ
な
が

り
か
ら
、
特
産
品
や
飲
食
店
と
の
連
携
の
構
想

も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
「
こ
の
牧
場
で
、
将
来

的
に
は
キ
ャ
ン
プ
場
か
民
泊
な
ど
も
や
っ
て
み

た
い
で
す
。
１
年
中
放
牧
さ
れ
た
牛
が
見
ら
れ

る
と
い
う
珍
し
い
環
境
な
の
で
、
観
光
資
源
と

し
て
使
わ
な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
当
別
町

の
新
し
い
魅
力
の
一
つ
に
な
れ
る
と
思
い
ま

す
。
」
と
藤
田
さ
ん
は
将
来
の
展
望
を
語
り
ま

す
。
当
別
町
の
「
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
箱
庭
」
で
、

藤
田
さ
ん
は
夢
の
実
現
に
向
け
て
、
牛
た
ち
と

向
き
合
い
続
け
ま
す
。

▲牛たちへの愛情は強く、
その思いを理解してくれ
る人に牛乳を届けたいと
語る。

藤田 龍太さん

当別町

地域を創る人 編

▶藤田さんが生産する牛

乳は驚くほど“乳臭さ”
が無く、濃厚でありなが
らさっぱりとした味わい
と評判。
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藤田 里世さん
“

い

い

の

の

い

で

へ

っ

い

つ

の

の

い

の

の

に

へ

地

す
牛

わ
か

就
農

が

に

町

指
目

は

〝

生

乳
牛

産

と
ど
ま
ら
ず

地
域

そ

色
特

を

う

か
し
た
牧
場

な
ら
な

牧
場

〟

求
め
て

た
理
想

当
別

牛
に
と

て美

し
味

牛
乳
を

く
り
だ
す

幸
せ
な
環
境
が



く
の
被
害
を
受
け
た
む
か
わ
町
で
、
町
が
世
界

に
誇
る
恐
竜
化
石
「
む
か
わ
竜
」
を
ベ
ー
ス
に

地
域
資
源
を
活
用
し
た
産
業
を
育
成
す
る
地
域

商
社
と
し
て
、
２
０
２
０
年
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
２
０
１
９
年
に
む
か
わ
町
ま
ち
づ
く
り
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
町
の
復
興
に
携
わ
っ
て
い

た
遠
藤
代
表
は
、
国
内
最
大
級
の
大
き
さ
を
誇

る
む
か
わ
竜
の
全
身
骨
格
化
石
に
圧
倒
さ
れ
、

「
む
か
わ
町
に
こ
ん
な
に
す
ご
い
地
域
資
源
が

あ
る
の
に
そ
れ
を
い
か
せ
て
い
な
い
の
は
も
っ

た
い
な
い
。
」
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
り
、

当
時
町
職
員
だ
っ
た
田
所
専
務
と
二
人
で
立
ち

上
げ
を
決
意
し
ま
し
た
。
設
立
当
時
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、
予
定

さ
れ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
等
で
思
う
よ
う

に
事
業
展
開
が
で
き
な
い
時
期
が
続
き
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
出
展
の
た
め
に
「
Ｍ
Ｄ
ｉ
ｎ
ｏ
」

と
し
て
初
め
て
作
っ
た
商
品
「
む
か
わ
竜
の
ぬ

い
ぐ
る
み
」
が
、
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
に
よ
り
行

き
場
が
な
く
な
り
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
で
買
い
手
を
募
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

「
北
海
道
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
全
国
か
ら
反

響
が
あ
っ
て
、
一
週
間
ほ
ど
で
予
定
金
額
に
達

し
、
恐
竜
が
全
国
的
に
人
気
の
あ
る
コ
ン
テ
ン

ツ
だ
と
い
う
こ
と
が
改
め
て
わ
か
り
ま
し

た
。
」
と
遠
藤
代
表
は
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

現
在
、
「
Ｍ
Ｄ
ｉ
ｎ
ｏ
」
の
ス
タ
ッ
フ
は

４
名
、
売
上
高
は
１
億
円
を
超
え
、
令
和
５
年

度
に
設
立
後
初
め
て
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
令
和
５
年
度
か
ら
は
町
か
ら
の
補
助
を
受

け
ず
、
自
走
化
し
た
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
事
業
は
、
委
託
店
舗
に
よ
る
商
品
販
売

と
全
国
各
地
で
の
恐
竜
展
等
の
イ
ベ
ン
ト
で
の

物
販
が
６
割
を
占
め
、
こ
れ
ら
が
売
上
額
の

ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
営
業
担
当
者
の
努

力
に
よ
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
恐
竜
グ
ッ
ズ
を
販

売
す
る
委
託
店
舗
は
道
内
外
に

店
舗
ま
で

増
え
ま
し
た
。

そ
の
他
は
、
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
る
恐
竜

展
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
む
か
わ
竜
の
レ
プ
リ
カ
を

町
が
貸
し
出
す
際
の
レ
プ
リ
カ
の
輸
送
・
展
示

等
の
業
務
や
、
む
か
わ
竜
原
寸
大
レ
プ
リ
カ
の

製
造
を
地
元
の
工
場
で
受
注
生
産
し
、
限
定
販

売
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
２
体
の
レ
プ
リ
カ

の
売
り
上
げ
が
収
益
を
押
し
上
げ
ま
し
た
。
現

在
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
体
験
型
の
商

品
を
新
た
に
企
画
し
て
い
る
他
、
地
元
の
海
産

物
の
加
工
食
品
の
開
発
や
販
路
開
拓
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
「
恐
竜
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
ベ
ー

ス
に
し
っ
か
り
あ
る
が
、
町
の
地
域
資
源
を
い

▲ 道の駅「むかわ四季
の館」にはM Dinoが開発
した商品が並ぶ。本物の
化石が入った「化石ガチ
ャガチャ」は元協力隊員
の中田さんが考案し、ヒ
ット商品となった。

「
私
達
は
恐
竜
を
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
に
取
り
組
む
道
内
唯
一
の
企
業
。
日
本
全

体
と
し
て
も
恐
竜
が
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
コ
ン

テ
ン
ツ
と
認
識
さ
れ
て
い
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
も
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
」
と
語
る
田
所

専
務
。
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
遠
藤
代
表
は
、

現
在
、
穂
別
地
区
で
博
物
館
建
て
替
え
に
伴
う

事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
「
恐

竜
を
目
的
に
町
へ
訪
れ
た
人
が
観
光
や
飲
食
な

ど
を
包
括
的
に
楽
し
め
る
仕
掛
け
を
鵡
川
地
区

で
も
作
り
た
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
恐
竜
の
町

と
し
て
一
丸
と
な
っ
た
発
展
は
で
き
な
い
で

し
ょ
う
。
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。
最
後

に
、
今
後
も
、
「
む
か
わ
地
域
商
社
が
あ
っ
て

良
か
っ
た
。
」
と
町
民
に
思
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
会
社
と
な
る
た
め
、
地
域
に
し
っ
か
り

と
根
ざ
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
進
め
、
町
に
人
を
呼

び
込
む
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
、
締
め
括
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

世
紀
の
大
発
見
と
も
い
わ
れ
る
国
内
最
大
の
恐

竜
全
身
骨
格
化
石
で
あ
る
カ
ム
イ
サ
ウ
ル
ス
・

ジ
ャ
ポ
ニ
ク
ス
（
通
称
：
む
か
わ
竜
）
で
注
目

を
集
め
る
む
か
わ
町
。
「
む
か
わ
地
域
商
社

Ｍ
Ｄ
ｉ
ｎ
ｏ
」
は
、
こ
の
恐
竜
化
石
「
む
か

わ
竜
」
を
ベ
ー
ス
に
多
面
的
な
恐
竜
ビ
ジ
ネ
ス

を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
町
の
地
域
資
源
を
い

か
し
た
特
産
品
の
開
発
や
販
路
の
開
拓
な
ど
を

手
掛
け
て
い
ま
す
。

〝
恐
竜

〟
で
成
功
す
る

日
本
唯
一

町
を
目
指
す

むかわ地域商社
M Dino（エム ディノ）

むかわ町

地域を創る企業 編

【プロフィール】左から、田所隆専務取締役、遠藤研二代表取締役
、中田幸宏営業主任。むかわ町のまちづくりアドバイザーとして就
任していた遠藤代表と、むかわ町職員として恐竜によるまちづくり
事業に携わっていた田所専務が共同出資によりM Dinoを設立。町の
地域おこし協力隊として活動していた中田さんも任期後に加わり、
設立当初は３名で活動をスタート。

か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
っ
て
地
域
経
済
に
い
か

に
貢
献
す
る
か
を
考
え
て
い
ま
す
。
震
災
を
経

験
し
た
町
だ
か
ら
こ
そ
の
目
線
で
、
災
害
時
の

非
常
食
に
も
な
る
商
品
も
企
業
と
連
携
し
て
作

り
ま
し
た
。
」
と
田
所
専
務
は
力
を
込
め
ま
す
。

「
Ｍ
Ｄ
ｉ
ｎ
ｏ
」
は
、
２
０
１
８
年
９
月

に
発
生
し
た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
り
多

08 
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「

」っ

の

い

っ

の

世

発

の
紀

む

見

こ

わ

も

か

竜

産
業
的
価
値
を

と
高

最

め
た

初
は
０
だ

た
町

恐
竜
ビ
ジ
ネ
ス
が

で
今

は
１
億
円
規
模
に

ビ
ジ
ネ
ス

の

地
域

根
に

ざ
し

ジ

た

に

ビ

ス
ネ

人
を
呼
び
込

で

町

む
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第
一
弾

北
海
道
が
将
来
に
わ
た
っ
て
輝
き
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
よ
り
よ
い
学
校
教
育
を
通
じ
て
よ
り
よ
い
社
会

を
創
る
と
い
う
理
念
の
下
、
地
域
へ
の
愛
着
・
誇
り
を
育
み
、
夢
や
希
望
を
も
っ
て
地
域
の
未
来
を
切
り
拓
く

人
材
の
育
成
を
行
う
こ
と
が
、
地
域
づ
く
り
を
支
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
北
海
道
教
育
委
員
会
で
は
、
高
等

学
校
と
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
活
動
や
、
地
域
の
課
題
に
対
し
て
探
究
的
な
学
び
を
推
進
す
る
活
動
な
ど
を
と

お
し
て
、
生
徒
の
多
様
な
可
能
性
を
育
み
、
将
来
の
北
海
道
を
支
え
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

イ
エ
ン
ス
活
用
促
進
事
業
」
を
行
い
、
大
学

や
企
業
等
か
ら
講
師
を
派
遣
す
る
な
ど
し
て
、

高
校
生
の
Ｉ
Ｔ
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関

す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
に
も
努
め
て
い
ま

す
。

北
海
道
教
育
委
員
会
で
は
、
道
立
学
校
の

各
教
科
で
の
学
習
を
実
社
会
で
の
問
題
発
見

・
解
決
に
生
か
す
た
め
、
教
科
等
横
断
的
な

教
育
を
推
進
し
、
生
徒
の
多
様
な
可
能
性
を

育
み
、
将
来
の
北
海
道
を
支
え
る
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、
令
和
４
年

度
か
ら
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
（

）
教
育
推
進

事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
事
業
は
、
大
学
や
企
業
、
自
治
体
等
と

連
携
し
て
実
社
会
で
の
課
題
の
解
決
に
取
り

組
む
「
『
社
会
と
の
共
創
』
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
、
生
徒
が
探
究
活
動
の
成
果
を
発
表

・
交
流
す
る
「
『
探
究
』
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
構
成

さ
れ
、
こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
の
多
様
な
可
能
性
を

育
み
、
将
来
の
北
海
道
を
支
え
る
人
材
を
育

成
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
等
の
活
用

に
よ
り
地
域
社
会
の
課
題
を
解
決
し
、
み
ら

い
の
社
会
を
創
造
で
き
る
「
み
ら
いIT

人

財
」
を
育
成
す
る
た
め
、
北
海
道
、
札
幌
市
、

北
海
道
大
学
、
株
式
会
社
ニ
ト
リ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
の
四
者
協
定
を
活
用
し
た
「
探
究

的
な
学
習
活
動
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
・
デ
ー
タ
サ

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
推
進
事
業

「
探
究
」
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
成
果
発
表
会

「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
推
進
事
業
」
の
一
環

で
あ
る
、
「
探
究
」
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
高
校
生
が
取
り
組
ん
だ
探
究
活

動
の
成
果
を
発
表
・
交
流
す
る
機
会
を
設
け
、

言
語
能
力
、
情
報
活
用
能
力
、
問
題
発
見
・

解
決
力
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
探
究
活
動

の
成
果
を
新
た
な
探
究
に
結
び
付
け
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
能
動
的
に
学
び
続
け
る
資
質
・

能
力
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。
成
果
発
表

は
、
各
地
域
で
高
校
生
の
探
究
活
動
の
成
果

の
発
表
・
交
流
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
、

そ
こ
で
選
ば
れ
た
各
地
域
の
代
表
生
徒
等
に

よ
る
全
道
規
模
の
成
果
発
表
を
ポ
ス
タ

ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
、
各
地
域
で
行
わ
れ
た

成
果
発
表
会
や
「
『
社
会
と
の
共
創
』
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
学
校
な
ど
が
参
加
す
る
「
探
究
チ
ャ

レ
ン
ジ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
本
成
果
発
表
会
に
は
、
令
和
３
年
３

月
に
北
海
道
、
札
幌
市
、
北
海
道
大
学
、

株
式
会
社
ニ
ト
リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の

四
者
が
締
結
し
た
連
携
協
定
に
よ
る
協
力

の
も
と
、
探
究
活
動
の
推
進
に
先
進
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
他
都
府
県
教
育
委
員
会

と
連
携
し
、
道
外
８
校
に
も
参
加
を
呼
び

か
け
、
道
内
外
か
ら
合
計

校
１
３
２
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
次
頁
で
は
、
令
和
６

年
２
月
１
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
た
「
探

究
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
の
様
子
と

受
賞
校
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

※
「

北
海
道
」
で
「Society

5.

0
」
の

到
来
に
向
け
、
「School

（
学
校
）
」
全
体
で
、

「Student
（
生
徒
）
」
の
資
質
・
能
力
を
育
成

し
「Sustainable(

)

」
な
社
会
を
構
築

▲代表校によるポスター
セッションの様子。

-

※
ｰ

TEAM

持
続
可
能

ｰ

37
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受
賞
校
の
取
組

◆地域を創る人づくり

●
北
海
道
知
事
賞

北
海
道
函
館
中
部
高
校

■
発
表
タ
イ
ト
ル
■

「
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
法
及
び
プ
ラ
ン
ト

ボ
ッ
ク
ス
法
に
よ
る
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
の
ア
レ
ロ
パ
シ
ー
活
性
の
評
価
」

●
北
海
道
大
学
賞

北
海
道
小
樽
水
産
高
校

■
発
表
タ
イ
ト
ル
■

「
小
樽
の
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
を
調
べ

て
み
た
」

●
英
語
発
表
部
門
賞

北
海
道
静
内
農
業
高
校

■
発
表
タ
イ
ト
ル
■

「
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
作
成
し
た
樹

脂
プ
レ
ー
ト
に
よ
る
裂
蹄
処
置
の
検

証
」

「
坂
の
街
」
小
樽
に
は
湧
き
水
が
溢
れ
、

冷
涼
な
水
に
は
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
が
棲
ん
で

い
ま
す
。
小
樽
水
産
高
校
栽
培
漁
業
科
で
は
、

定
期
的
に
こ
の
稀
少
な
生
き
物
の
調
査
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
前
回
の
調
査
か
ら
10
年

が
経
っ
た
こ
と
か
ら
、
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
の

現
状
を
知
る
た
め
本
研
究
を
進
め
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、
生
息
環
境
の
悪
化
や
湧
き

水
の
減
少
に
よ
り
、
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
の
生

息
環
境
が
急
速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が

示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
で
、
小
樽
市
内
に

は
未
知
の
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
の
生
息
場
所
が

ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し

た
。今

後
は
、
よ
り
検
出
力
の
高
い
調
査
手
法

を
用
い
て
正
確
に
生
息
状
況
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、
研
究
成
果
を
積
極
的
に
発
信
し
て

地
域
と
協
力
し
、
小
樽
の
貴
重
な
自
然
環
境

を
守
る
た
め

の
活
動
を
続

け
ま
す
。

競
走
馬
生
産
が
全
国
的
に
有
名
な
日
高
地

方
で
、
静
内
農
業
高
校
も
競
走
馬
を
生
産
し

て
い
ま
す
。
飼
育
す
る
繁
殖
牝
馬
の
中
に
は
、

蹄
に
亀
裂
が
生
じ
る
裂
蹄
を
発
症
す
る
馬
が

い
て
、
長
く
処
置
を
続
け
て
も
改
善
の
兆
し

が
な
く
、
激
痛
に
よ
り
歩
く
こ
と
が
難
し
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
課
題
を
地
域

や
関
係
機
関
と
共
同
研
究
し
、
解
決
へ
の
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
日
本
中
央
競
馬
会

や
道
内
の
工
業
高
等
専
門
学
校
の
専
門
的
助

言
を
得
て
、
処
置
の
時
間
や
費
用
を
抑
え
た

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
作
成
し
た
樹
脂
プ
レ
ー

ト
を
開
発
し
、
馬
へ
装
着
す
る
こ
と
で
治
療

効
果
が
あ
る
こ
と
を
実
証
し
ま
し
た
。
今
後

は
成
果
を
地
域
に
普
及
し
、
ト
ラ
イ
＆
エ

ラ
ー
の
中
か
ら
、
質
の
高
い
樹
脂
プ
レ
ー
ト

を
開
発
す
る
こ
と
で
、
静
内
農
業
高
校
や
地

域
の
課
題
解
決

に
貢
献
で
き
る

こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

函
館
中
部
高
校
の
探
究
活
動
は
、
生
徒
自

身
の
興
味
・
関
心
の
下
、
地
域
社
会
の
課
題

等
に
関
し
て
、
研
究
テ
ー
マ
や
仮
説
を
設
定

し
、
現
地
調
査
や
実
験
室
で
の
実
験
・
観
察

を
行
う
な
ど
、
学
際
的
に
研
究
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
研
究
内
容
に
よ
っ
て
は
、

大
学
教
員
や
専
門
の
職
員
か
ら
指
導
・
助
言

を
受
け
な
が
ら
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

表
題
の
研
究
は
、
１
年
生
が
大
沼
国
定
公

園
の
自
然
環
境
に
関
す
る
課
題
研
究
を
行
っ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
特
に
植
物
に
焦
点

を
当
て
、
そ
の
ア
レ
ロ
パ
シ
ー
活
性
に
着
目

し
て
探
究
を
深
め
た
も
の
で
す
。

探
究
活
動
の
成
果
は
、
「H

AKO
D

A
TE

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
リ
ン
ク
２
０
２
３
」
等
で
発

表
し
、
地
域
社
会
に
も
還
元
し
て
い
ま
す
。

本記事の取組は、北海道教育庁学校教育局高校教育課で担当しております。
お問い合わせ先/ TEL：011-204-5764

令
和
６
年
２
月
１
日
（
木
）
、
北
海
道
大

学
学
術
交
流
会
館
で
「
探
究
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

ジ
ャ
パ
ン
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
「
探
究
チ

ャ
レ
ン
ジ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
は
、
全
道
各
地
か

ら
集
ま
っ
た
生
徒
た
ち
が
探
究
活
動
の
成
果

を
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
発
表
し
、

質
疑
応
答
や
感
想
を
通
し
て
交
流
し
ま
し
た
。

ま
た
、
道
外
の
高
校
と
は
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で

交
流
し
、
各
都
道
府
県
が
抱
え
る
課
題
等
の

解
決
に
向
け
た
探
究
活
動
の
成
果
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
し
た
。
参
加
し
た
生
徒
か
ら

は
、
「
全
国
の
発
表
に
は
、
自
分
に
な
い
考

え
や
活
動
を
進
め
る
上
で
参
考
に
し
た
い
も

の
が
あ
り
、
今
後
の
活
動
に
取
り
入
れ
た
い

と
思
っ
た
。
」
や
、
「
課
題
設
定
や
得
ら
れ

た
結
果
か
ら
改
善
点
を
見
出
す
こ
と
は
難
し

い
が
、
仲
間
と
協
力
し
て
研
究
を
進
め
た
こ

と
で
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
」
な
ど
、

自
身
の
視
野
の
広
が
り
や
、
協
働
し
て
取
り

組
む
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
気
付
き
を

得
ら
れ
た
と
い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
は
、
交
流
す
る
範
囲
を
ア
ジ

ア
に
拡
大
し
、
「
探
究
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ア
ジ

ア
」
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
海
外
の
高
校
生

が
行
っ
て
い
る
探
究
活
動
に
触
れ
る
こ
と
で
、

自
分
た
ち
の
取
組
を
世
界
的
な
視
点
で
振
り

返
る
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
以
上
に
探
究
的

な
学
び
を
深
め
る
と
と
も
に
、
高
校
生
が
探

究
活
動
を
テ
ー
マ
に
繋
が
り
、
交
流
す
る
こ

と
で
、
今
後
の
北
海
道
を
支
え
る
人
材
の
育

成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

創る

👑



「
庁
舎
名
の
「
ワ
タ
シ
ノ
」
に
は
、

町
民
が
い
つ
も
「
私
の
」
居
場
所
と
し

て
利
用
す
る
施
設
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
。

普
段
か
ら
利
用
し
て
い
れ
ば
、
避
難
時

で
も
迷
わ
ず
利
用
で
き
る
。
」
と
町
の

担
当
者
か
ら
施
設
名
に
込
め
た
想
い
を

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
久
保
町
長
が
「
様
々
な
民
間

企
業
の
協
力
に
よ
り
こ
の
庁
舎
は
完
成

し
た
。
建
設
を
決
断
す
る
こ
と
に
迷
い

も
あ
っ
た
が
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
の
際
に
は
町
内
問
わ
ず
、
千
人
も

の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
建
設
し
て

良
か
っ
た
。
」
と
お
話
し
さ
れ
て
い
た

の
が
印
象
的
で
、
官
民
協
働
の
観
点
か

ら
も
優
れ
た
取
組
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
複
合
庁
舎
を
起
点
と
し
て
交
流

の
輪
が
一
層
広
が
り
、
さ
ら
な
る
地
域

振
興
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

11

小
清
水
町
防
災
拠
点
型
複
合
庁
舎
「
ワ
タ
シ
ノ
」

編

令
和
６
年
４
月
22
日
訪
問

私
は
市
長
と
し
て
も
、
職
員
と
し
て

も
役
場
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
災
害

時
に
は
役
場
に
勤
め
る
自
ら
も
被
災
す

る
の
で
、
皆
さ
ん
に
日
頃
の
備
え
を
し

て
い
た
だ
く
と
い
う
の
が
大
事
で
す
。

普
段
か
ら
災
害
の
意
識
を
持
ち
な
が

ら
施
設
を
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
、
職
員
の
方
も
、
町
民
の
方
も
、

自
分
で
備
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
る
施
設
だ
と
思
い

ま
す
。 当

日
の

知
事
の
言
葉
か
ら

鈴木知事が、北海道創生に向けて、様々な分野で活躍されている方
をお訪ねし、その取組や地域への思いなどをお聞きしています。
同行した職員から皆様にその様子をお伝えします。

なおみちカフェ

▲普段の日も、もしもの災害の日も、町民のいつもの居場所とし
て、防災拠点型複合庁舎「ワタシノ」が完成した。

今
回
ま
ず
ご
紹
介
す
る
の
は
、
小
清

水
町
に
あ
る
防
災
拠
点
型
複
合
庁
舎

「
ワ
タ
シ
ノ
」
で
す
。

令
和
５
年
５
月
に
開
設
さ
れ
た
こ
の

施
設
は
、
役
場
機
能
の
ほ
か
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
拠
点
で
あ
る
「
に

ぎ
わ
い
ひ
ろ
ば
」
や
、
カ
フ
ェ
、

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
、
ラ
ン
ド
リ
ー
な

ど
様
々
な
機
能
が
併
設
さ
れ
、
町
民
の

方
々
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
徴
的
な
の
は
、
日
常
的
に
使
う
も

の
を
非
常
時
に
も
役
立
て
る
と
い
う

「
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
」
の
考
え
方
を
、

庁
舎
と
し
て
は
日
本
で
初
め
て
取
り
入

れ
て
い
る
点
で
す
。
災
害
時
に
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
は
一
時
避
難
場

所
、
カ
フ
ェ
は
簡
易
的
な
炊
き
出
し
場

所
と
し
て
機
能
し
ま
す
。
ラ
ン
ド
リ
ー

は
無
料
開
放
し
て
避
難
者
の
衛
生
面
を

確
保
。
避
難
生
活
が
長
期
に
渡
っ
た
場

合
の
健
康
面
を
考
慮
し
て
、
ジ
ム
も
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

オホーツク編

▶
１
階
の
に
ぎ
わ
い
ひ
ろ
ば
。
階
段
を
上
が
っ
た
２
階

に
は
、
議
場
な
ど
が
あ
る
。

カ
フ
ェ
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
▶

▲スニーカー用や泥汚れ用など、用途や容量に
応じた様々なランドリーが並ぶ

◆「なおみちカフェ」から創る



◆「なおみちカフェ」から
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令
和
６
年
７
月
17
日
訪
問

次
に
、
厚
沢
部
町
に
あ
る
認
定
こ
ど

も
園
「
は
ぜ
る
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。
本
こ
ど
も
園
は
、
平
成

年
４

月
に
３
つ
の
町
営
保
育
園
を
統
合
す
る

形
で
開
設
さ
れ
、
注
目
さ
れ
て
い
る
の

が
、
令
和
３
年
か
ら
開
始
し
た
保
育
園

留
学
の
取
組
で
す
。

保
育
園
留
学
と
は
、
認
定
こ
ど
も
園

に
お
け
る
「
一
時
あ
ず
か
り
」
、
空
き

家
等
を
活
用
し
た
移
住
体
験
住
宅
に
お

け
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
野
菜
の
収
穫

体
験
な
ど
地
元
の
暮
ら
し
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
た
も
の
で
、

関
係
人
口
の
創
出
や
地
域
経
済
へ
の
寄

与
を
目
的
に
、
東
京
の
民
間
企
業
と
連

携
し
て
、
厚
沢
部
町
で
始
ま
っ
た
取
組

で
す
。

首
都
圏
で
は
経
験
で
き
な
い
体
験
が

で
き
る
と
口
コ
ミ
が
広
が
り
、
全
国
メ

デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、

制
度
を
開
始
し
た
令
和
４
年
度
は
、
問

い
合
わ
せ
が
殺
到
し
、
約

０
０
０
組

の
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
状
況
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
移
住
体
験
住
宅
の
数

が
少
な
く
、
受
入
数
に
限
度
が
あ
る
状

況
が
続
い
て
い
た
こ
と
を
受
け
、
令
和

６
年
度
か
ら
新
た
に
２
棟
の
保
育
園
留

学
の
寮
（
移
住
体
験
住
宅
）
の
運
用

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

厚
沢
部
町
認
定
こ
ど
も
園
「
は
ぜ
る
」

編

当
日
の

知
事
の
言
葉
か
ら

は
ぜ
る
に
保
育
園
留
学
を
す
る
こ

と
で
、
都
会
か
ら
来
た
こ
ど
も
達
が

見
た
こ
と
や
感
じ
た
経
験
は
、
そ
の

後
の
人
格
形
成
の
際
に
、
そ
の
人
の

根
底
を
支
え
る
価
値
観
に
繋
が
る
と

思
い
ま
す
。

本
取
組
の
よ
う
な
体
験
を
き
っ
か

け
に
、
地
方
に
対
し
て
想
い
を
持
っ

て
も
ら
っ
た
り
、
住
ん
で
も
ら
う
こ

と
を
、
こ
れ
か
ら
シ
ス
テ
ム
と
し
て

ど
う
構
築
し
て
い
く
か
、
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し

た
。

檜山編

▲平成31年４月に開設された認定こども園「はぜる」。
「世界一のこども園をつくる」ことを掲げ、大自然を感じる園庭と、のびのびと遊ぶこ
とができる園舎が完成した。

創る

保
育
園
留
学
の
取
組
に
携
わ
っ
た
町

の
担
当
者
か
ら
は
、
「
特
別
な
ハ
ー
ド

整
備
や
新
た
な
制
度
構
築
を
す
る
こ
と

な
く
、
既
存
資
源
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に

よ
り
上
手
く
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
た
。
」

と
成
果
が
出
て
い
る
要
因
を
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
佐
藤
町
長
か
ら
は
、

「
令
和
６
年
度
中
に
、
さ
ら
に
も
う
２

棟
の
寮
を
建
設
す
る
予
定
。
完
成
す
る

と
常
に

組
の
家
族
が
滞
在
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
そ
の
分
人
口
が
増
え
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
」
と
お
話
し
が
あ

り
ま
し
た
。
実
際
に
、
令
和
５
年
の
年

間
利
用
実
績
が
１
３
１
組
と
、
年
間
で

約
４
０
０
人
が
厚
沢
部
町
に
滞
在
し
た

こ
と
と
な
り
、
保
育
園
留
学
を
体
験
し

た
家
族
の
リ
ピ
ー
ト
希
望
率
は
９
割
を

超
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
５
年
に

は
国
の
「
地
域
づ
く
り
表
彰
」
に
お
い

て
最
も
優
れ
た
取
組
に
贈
ら
れ
る
「
国

土
交
通
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

厚
沢
部
町
の
魅
力
を
多
く
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
く
だ
け
で
は
な
く
、
檜

▶
壁
に
貼
ら
れ
て
い
る
黄
色
い
紙
に
は
、
保
育
園

留
学
に
来
て
い
る
こ
ど
も
の
名
前
と
期
間
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

▲こども園菜園での収穫体験。

山
地
域
全
体

の
活
性
化
に

も
繋
が
る
も

の
で
あ
り
、

今
後
の
取
組

が
益
々
注
目

さ
れ
ま
す
。

あ っ さ ぶ
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大
自
然
へ
の
憧
れ
が
あ
り
、
千
葉
県
で
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
場
に
勤
務
。
「
い
つ
か
キ
ャ
ン
プ
場

を
作
り
た
い
！
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

大
学
在
学
中
に
北
海
道
を
訪
れ
た
際
、
道
東

エ
リ
ア
の
雰
囲
気
に
惹
か
れ
て
移
住
を
考
え
、

関
東
で
開
催
さ
れ
た
農
業
就
職
フ
ェ
ア
に
参
加

し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
根
室
市
明
郷
地
区
で
牧

場
を
営
む
方
（
同
社
は
キ
ャ
ン
プ
場
も
運
営
）

と
出
会
っ
た
こ
と
が
根
室
市
と
つ
な
が
る
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。
就
職
活
動
を
進
め
る
中

で
、
「
根
室
市
で
夢
を
実
現
し
た
い
。
」
と
い

う
想
い
が
日
に
日
に
増
し
、
根
室
市
役
所
に
移

住
の
相
談
を
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
起
業
支
援
も
手
厚
く
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
『
地
域
お
こ
し
協
力
隊
』
と
い
う
働

き
方
を
選
択
し
ま
し
た
。

拠
点
と
し
て
い
る
地
域
の
文
化
行
事
に
参
加

し
た
り
、
飲
食
店
を
は
じ
め
と
す
る
商
店
街
に

出
向
く
な
ど
、
地
元
の
方
と
の
交
流
を
精
力
的

に
行
い
ま
し
た
。
協
力
隊
で
あ
る
こ
と
や
自
分

の
活
動
に
つ
い
て
傾
聴
し
て
頂
け
る
方
が
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
が
印
象
的
で
す
。

そ
の
結
果
、
市
内
経
済
界
や
、
ま
ち
づ
く
り

に
励
む
団
体
の
方
と
の
連
携
が
生
ま
れ
る
な
ど
、

多
く
の
協
力
者
に
応
援
し
て
頂
け
る
環
境
が

第
七
弾

【プロフィール】
千葉県出身23歳。アウトドアが大好きで、令和
５年３月に大学卒業後すぐに根室市の地域おこ
し協力隊として活動。

▼
根
室
市
の
協
力
隊
と
な
っ
た
経
緯
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

▼
根
室
市
に
来
て
地
域
に
馴
染
む
た
め
に

ど
ん
な
こ
と
を
し
ま
し
た
か
。

▼
活
動
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

な
ん
と
言
っ
て
も
、
自
然
環
境
が
素
晴
ら
し

い
こ
と
で
す
。
特
に
風
蓮
湖
を
初
め
て
見
た
と

き
は
感
動
し
ま
し
た
。
避
暑
地
と
し
て
観
光
に

訪
れ
る
方
が
多
く
、
岬
か
ら
望
む
紺
碧
の
海
な

ど
の
素
晴
ら
し
い
自
然
風
景
、
雄
大
な
大
地
が

根
室
市
の
魅
力
で
す
。
食
に
関
し
て
は
、
新
鮮

な
魚
介
類
、
特
に
さ
ん
ま
の
刺
身
は
最
高
で
す
。

ま
た
、
酪
農
が
盛
ん
な
の
で
、
大
地
の
恵
み
で

あ
る
牛
乳
や
チ
ー
ズ
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
も
お

す
す
め
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
い
つ
も
力
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
地

域
の
皆
さ
ま
の
支
え
が
あ
る
こ
と
も
私
に
と
っ

て
は
魅
力
で
、
思
い
っ
き
り
自
分
の
夢
に
突
き

進
め
る
環
境
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
の
利
用
者
か
ら
良
い
評
価
を
頂
い
た

時
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
マ
イ
ナ
ス
面
の

ご
指
摘
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
速
や
か

に
改
善
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
デ
ッ
キ

な
ど
の
設
備
の
製
作
も
Ｄ
Ｉ
Ｙ
で
行
っ
て
い
ま
す
。

試
行
錯
誤
で
大
変
で
す
が
、
で
き
あ
が
っ
た
と
き

は
感
動
し
ま
す
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
に
来
た
人
か

ら
食
事
に
誘
っ
て
頂
く
な
ど
、
人
と
つ
な
が
る
こ

と
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

今
後
も
、
地
域
に
溶
け
込
み
、
地
域
に
貢
献
し

な
が
ら
、
自
分
の
夢
を
実
現
し
て
い
き
た
い
で
す
。

▲ グランピング事業のチ
ラシは、写真撮影からデザ
インまで同市隊員との共同
制作。

道
内
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
毎
年
増
加
し
、
地
域
活
性
化
は
も
と

よ
り
、
地
域
の
担
い
手
確
保
な
ど
、
人
の
流
れ
を
つ
く
る
き
っ
か
け
づ

く
り
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。
全
道
各
地
で
地
域
に
新
た
な
風
を
吹

き
込
む
存
在
と
し
て
地
域
振
興
の
様
々
な
場
面
で
活
躍
す
る
隊
員
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
、
活
動
を
応
援
し
ま
す
。

創る

▲キャンプ場では、様々な動物
たちが来場者を出迎えてくれ
ます。
テントサイトのすぐそばには
牧場があり、取材時は、馬の
親子が近くまで来てくれまし
た。（有料でえさやり体験も
可能。）

▼
根
室
市
の
魅
力
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
活
動
中
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ
と
は

な
ん
で
す
か
。

雇
用
型
で
は
な
く
市
か
ら
業
務
委
託
を
受
け
、

個
人
事
業
主
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
道
具
を
持
参
し
な
く
て
も
い
い

『
手
ぶ
ら
キ
ャ
ン
プ
』
の
運
営
業
務
、
そ
し
て

『
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
』
施
設
を
整
備
し
て
、
令
和

６
年
８
月
か
ら
モ
ニ
タ
ー
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
現
在
『
サ
ウ
ナ
伝
来
の
地
ね
む

ろ
』
と
銘
打
ち
、
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
準
備
中
で

す
。

整
っ
た
と
自
分
な
り
に
実
感
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
同
市
協
力
隊
（

名
）
と
の

全
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
、
根
室
振
興
局
主
催
の

各
種
研
修
や
交
流
会
へ
の
参
加
、
日
常
的
な
市

の
職
員
と
の
関
わ
り
な
ど
、
機
会
を
逃
す
こ
と

な
く
活
動
に
磨
き
を
か
け
て
い
ま
す
。

13
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創る

▲ 食品加工をミッションとする村内の
隊員と共同で製品開発をする様子。

本記事の取組は、北海道総合政策部官民連携推進局が担当しております。
地域おこし協力隊制度に関するお問い合わせ先 地域おこし協力隊サポート推進室 （011-204-5791）

ま
ず
、
特
産
品
開
発
と
し
て
、
ど
ん
ぐ
り
の

加
工
品
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
高
校
生
で
韓
国

に
留
学
し
た
際
に
よ
く
食
べ
て
い
た
「
ど
ん
ぐ

り
ム
ッ
ク
（
韓
国
の
伝
統
料
理
）
」
や
「
ク
ッ

キ
ー
」
の
製
品
化
に
向
け
て
試
作
品
を
作
っ
て

お
り
、
村
民
に
試
食
し
て
い
た
だ
き
、
感
想
を

伺
い
な
が
ら
改
良
を
進
め
て
い
ま
す
。
ど
ん
ぐ

り
は
初
山
別
村
産
の
も
の
を
使
う
の
が
理
想
で

す
が
、
昨
年
は
ど
ん
ぐ
り
が
不
作
だ
っ
た
の
で
、

市
販
の
粉
で
開
発
を
進
め
ま
し
た
。
今
年
は
村

産
の
ど
ん
ぐ
り
を
使
っ
て
製
品
化
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

前
職
の
レ
ス
ト
ラ
ン
勤
務
時
代
の
知
人
に
北

海
道
内
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
い
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
協
力
隊
制
度
を
知
り
ま
し
た
。

自
然
の
中
で
暮
ら
し
た
い
と
い
う
夢
が
あ
り
、

道
内
の
協
力
隊
に
つ
い
て
調
べ
て
い
た
と
こ
ろ
、

初
山
別
村
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
し
て
い
る

別
の
知
人
か
ら
村
が
協
力
隊
を
募
集
し
て
い
る

こ
と
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
中
学
時
代
に
１
年

間
札
幌
で
暮
ら
し
、
全
国
の
中
で
も
北
海
道
が

一
番
好
き
だ
っ
た
の
で
、
初
山
別
村
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
に
応
募
し
ま
し
た
。

第
八
弾

【プロフィール】
東京都出身。高校卒業後、ワーキングホリデー先としてイギリス
の日本食レストランに２年間勤め、帰国後は、京都のレストラン
に１年間勤務。令和４年４月より初山別村地域おこし協力隊とし
て特産品開発や一次産業支援、イベントの企画・運営などを行う｡

▼
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
初
山
別
村

で
活
動
し
よ
う
と
考
え
た
き
っ
か
け
・
経

緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
現
在
の
初
山
別
村
で
の
業
務
内
容
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
業
務
に
取
り
組
む
中
で
、
手
応
え
や
、

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

１
年
目
か
ら
２
年
目
に
か
け
て
、
他
の
隊
員

と
共
同
で
、
て
ん
菜
糖
シ
ロ
ッ
プ
の
加
工
を

行
っ
た
際
に
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
支
援
い
た
だ
い
た
資
金
で
、

村
内
に
て
ん
菜
を
植
え
る
こ
と
か
ら
始
め
、
収

穫
・
加
工
を
し
、
て
ん
菜
糖
シ
ロ
ッ
プ
と
、
そ

の
シ
ロ
ッ
プ
を
使
っ
た
フ
ル
ー
ツ
ジ
ャ
ム
を
商

品
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
多
く
の
方
に
支
援
い
た
だ

い
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
完
成
し
た
商

品
を
村
の
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
で
き
た
こ
と
に
、

と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

▼
協
力
隊
の
活
動
を
通
し
て
感
じ
て
い
る

初
山
別
村
の
魅
力
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
残
り
の
任
期
中
、
ま
た
任
期
終
了
後
に

や
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

。ま
ず
は
、
現
在
の
取
組
を
継
続
し
て
い
く
と
い

う
部
分
で
、
ス
マ
ホ
教
室
な
ど
の
地
域
に
寄
り

添
っ
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い
て
、
参
加
い
た
だ

く
方
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り

準
備
を
し
て
、
実
施
し
た
い
で
す
。

ど
ん
ぐ
り
の
加
工
品
に
つ
い
て
は
、
今
は
試
作

の
段
階
で
あ
り
、
販
売
許
可
を
得
る
た
め
の
加
工

場
を
見
つ
け
ら
れ
る
か
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
す

が
、
ま
ず
は
、
製
品
と
し
て
の
完
成
形
を
作
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
任
期
後
は
初
山
別
で
の
緑
を
活
か
し
、

定
住
を
考
え
て
い
る
の
で
、
食
品
加
工
を
メ
イ
ン

と
し
た
起
業
を
目
指
す
一
方
で
、
さ
ら
に
視
野
を

広
げ
て
他
の
可
能
性
も
模
索
し
て
い
き
た
い
で
す
。

▲ 苗を植える所から、加工して販売するまで、丁
寧に作った、身体に優しいてん菜糖シロップ。

他
に
も
、
漁
業
支
援
・
農
業
支
援
と
し
て
、

地
域
の
方
と
一
緒
に
ナ
マ
コ
の
選
別
作
業
や
果

樹
園
で
の
収
穫
作
業
を
行
っ
た
り
、
地
域
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
・
運
営
も
し
て
い
ま
す
。
特
に
昨

年
は
、
講
師
を
招
き
「
地
球
を
歩
く
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
と
い
う
村
内
を
歩
き
な
が
ら
地
球

の
歴
史
を
学
ぶ
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、

村
民
の
方
々
に
も
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
は
、
地
域
の
方
々
と
関
わ
る
中
で
必
要
と
感

じ
た
高
齢
者
向
け
の
ス
マ
ホ
教
室
を
開
催
し
よ

う
と
計
画
中
で
す
。

一
番
の
魅
力
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
自
然
が
豊

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
通
勤
時
は
毎
日
同
じ
景
色

を
見
て
い
ま
す
が
、
キ
レ
イ
な
海
と
山
に
囲
ま
れ
、

景
色
に
飽
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
と
て
も
支
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
日
々
、
実
感
し
て
い
ま
す
。
初

め
て
の
地
方
暮
ら
し
で
、
分
か
ら
な
い
こ
と
、
で

き
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
し
た
が
、
困
っ
て
い
る
と

す
ぐ
に
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
て
、
都
会

で
は
感
じ
た
こ
と
の
な
い
、
家
族
の
よ
う
な
温
か

さ
や
優
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

▲ 初山別村の観光スポット
「みさき台公園」からの
景色。公園全体が道の駅
に登録されている。

し
ょ
さ
ん
べ
つ
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地域の魅力を発信✨
北海道の地域資源に関する情報サイト

北海道には、全国、世界に誇る個性豊か
で魅力的なジオパークがあります。
こちらのサイトでは、「北海道のジオパ
ーク」に関するイベント情報などをお知
らせしています!

道では「もっと、自転車北海道｡」をキャッチフレーズに、
自転車の持つ魅力を広くアピールしています。
インスタグラムで、全道各地のイベント情報を発信してい
ますので、ぜひフォローお願いします!

次の世代へ引き継ぎたい北海道民全体の
宝物として選ばれた「北海道遺産」が道
内に74個あります。
こちらのサイトでご紹介しています!

北海道は多くの化石が発掘される“恐竜・
化石大陸”です。
こちらのサイトでは、「北海道の恐竜・
化石」に関するイベント情報などをお知ら
せしています!

日本遺産とは、「地域の歴史的魅力や特
色を通じ、我が国の文化・伝統を語るス
トーリーとして文化庁から認定されたも
の」です。こちらのサイトで、道内の日
本遺産についてご紹介しています!

「北海道のジオパーク」
ポータルサイト

「北海道遺産」 ホームページ

北海道遺産協議会HP 北海道HP北海道HP

北海道HP 北海道HP

北海道HP Instagram

「もっと、自転車北海道。」
ホームページ＆SNS 北海道庁の地域資源活用担当

公式Xです。
ぜひフォローお願いします!


